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平成24年５月１日発行

第25号
2012

簡単ヨガ講座

受講中の様子 開講式の様子

開講式の様子
４月より開講しました !!

エアロビクス教室
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平
成
二
十
四
年
度  

事
業
計
画
・
予
算
の
概
要

収　　　　　入 支　　　　　出
勘定科目 予算額 勘定科目 予算額

会費 1,820 人件費 78,910
寄付金 500 事務費 8,515
補助金 7,331 事業費 1,599
助成金 239 共同募金配分金事業費 2,097
受託金 4,975 助成金 1,200
共同募金配分金 2,253 経理区分間繰出金 8,441
介護保険等 80,331 退職金掛金 2,381
利用料収入 48 次期繰越活動費 2,923
雑収入 80
受取利息配当金収入 48
経理区分間繰入金 8,441
収入合計 106,066 支出合計 106,066

収支予算 （単位：千円）

　

ま
ず
地
域
福
祉
の
役
割

と
し
て
、
日
々
変
化
す
る
社

会
の
実
情
を
常
に
把
握
し
、

地
域
住
民
の
意
見
・
要
望
等

を
取
り
入
れ
、
ま
た
地
域

が
抱
え
る
課
題
や
問
題
を

幅
広
く
捉
え
な
が
ら
、
福

祉
的
解
決
に
向
け
た
取
組

み
強
化
が
今
後
さ
ら
に
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
福
祉
的
援
助

を
必
要
と
す
る
人
々
が
社

会
か
ら
疎
外
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
、

行
政
、
関
係
団
体
等
と
連

携
強
化
に
努
め
、
地
域
福

祉
活
動
の
協
働
参
加
企
画

の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
共

生
で
き
る
社
会
・
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
方
針

※
抜
粋

○受託事業○

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業(

県
社
協) 

／
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

（
県
社
協
）
／
心
配
ご
と
相
談
所
事
業(

町) 

／ 

生
活
管
理
指
導
員
派
遣

事
業(

町) 

／ 

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業(

町) 

／ 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
運
営(

町) 

／
砥
部
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理(

町)

／
砥
部
町

広
田
老
人
憩
い
の
家
管
理(

町)

○ 自主事業 ○
◦
理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
事
会
の
開
催

◦
社
協
会
員
制
度
の
周
知
及
び
加
入
促
進

◦
在
宅
介
護
者
家
族
の
会
（
年
３
回
開
催
） 

◦
生
き
が
い
教
室
の
開
設
運
営
（
大
正
琴
） 

◦
在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
支
給
事
業

◦
在
宅
重
度
障
害
者（
児
）紙
お
む
つ
支
給
事
業 

◦
介
護
機
器
貸
出
事
業

◦
地
域
福
祉
活
動
助
成
事
業

◦
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
事
業

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
視
聴
覚
機
材
貸
出
事
業 

◦
笑
い
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業

◦
砥
部
町
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

 　

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
局
）

◦
共
同
募
金
事
業
（
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
） 

◦
介
護
保
険
事
業
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
・
訪
問
介
護
事
業
） 

◦
障
害
者
自
立
支
援
事
業
（
居
宅
介
護
事
業)

◦
ま
ご
こ
ろ
銀
行
運
営
事
業 

◦
広
報
啓
発
事
業
（
社
協
だ
よ
り
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

◦
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

◦
簡
単
ヨ
ガ
講
座
事
業

◦
児
童
に
関
す
る
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

◦
は
じ
め
て
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
事
業
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平
成
二
十
三
年
度
共
同

募
金
運
動
に
お
き
ま
し
て

は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
３
、７
６
２
、３
８
３

円
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た

皆
様
に
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
募
金
は
愛
媛
県
共
同

募
金
会
に
お
い
て
社
会
福

祉
事
業
充
実
の
た
め
に
、

県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会

や
民
間
社
会
福
祉
施
設
及

び
福
祉
団
体
等
に
配
分
さ

れ
ま
す
。
今
後
と
も
共
同

募
金
運
動
推
進
の
た
め
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
ま
た
は

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
様
々
な

　

事
故
に
よ
る
賠
償
責
任

・
活
動
場
所
と
自
宅
と
の
往
復
途
上

　

の
事
故
も
補
償

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
自
身
の
食
中
毒
や
特
定
感

　

染
症
も
補
償

基
本
タ
イ
プ
Ａ　

２
８
０
円

　
　
　
　
　

Ｂ　

４
２
０
円

天
災
タ
イ
プ
Ａ　

４
９
０
円

　
　
　
　
　

Ｂ　

７
２
０
円

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
。
４
月
１
日
以
降
の

加
入
は
、
受
付
し
た
翌
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

加
入
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
掛
け
金
を
添
え
て
砥

部
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
９
６
２
‐
７
１
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当
：
松
島

　

私
達
サ
ロ
ン
は
、
毎
月
第
二
水

曜
日
に
八
倉
集
会
所
に
て
、
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
寝
た
き
り
予
防

を
目
的
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

サ
ロ
ン
だ
よ
り
♪
今
回
は
八
倉
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
巻

赤い羽根共同募金実績報告　3,762,383 円砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
住
民
が
住
み
な
れ
た
場
所
で
生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局（
☎
９
６
２
‐
７
１
０
０
）担
当
：
松
島
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
身
近
な
地
域
に
も
サ
ロ
ン
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
？
？

みんなに会える
のが嬉しい！

みんなが助けて
くれるから今の
サロンがある。
感謝感謝。

夫婦で参加してるけど、
何か照れくさい。
長生きの秘訣は
夫婦ゲンカよ。

ストレッチしよったら
あちこちが

痛くなったりする時も
あったけど、日に日に
楽になったんよ。

お医者に行って薬を
もらって治療するより
も、サロンに参加する
のが何より楽しい！

サロン活動を通じて、
仲間意識ができ、
絆が深まった！

参
加
者
の
声

加
入
で
き
る
方

補
償
内
容

補
償
金
額

補
償
期
間

手
続
き
の
仕
方

お
問
合
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
ご
案
内
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シ
リ
ー
ズ
②

Q

老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
は
？

Q

自
ら
足
を
運
ん
で
休
会
ク

ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
が
、
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
も
い

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

昔
の
こ
と
で
す
が
、
昭
和
三
十
年
頃
、
砥

部
町
の
人
口
も
現
在
の
半
分
ほ
ど
の
当
時
、

砥
部
町
青
年
団
活
動
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
砥
部
町
青
年
団
員
か
ら
団
長

を
経
て
の
活
動
期
間
中
、
県
下
で
も
話
題
に

な
る
ほ
ど
活
発
で
、
当
時
の
活
動
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
当
時
の
仲
間
と

一
緒
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
お
世
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
と
同
時
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
魅
力

は
、
活
動
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
友
人
・

知
人
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

全
国
的
に
高
齢
者
が
増
え
る
一
方

で
老
人
ク
ラ
ブ
数
・
会
員
数
は
、
減

少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
会
員
増

強
運
動
が
展
開
さ
れ
る
も
、
砥
部
町

問
わ
ず
、
大
き
な
要
因
と
し
て
、
お

世
話
役
が
い
な
い
、
若
い
世
代
が
入

会
し
な
い
な
ど
、
休
会
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
地
区
が
次
々
に
あ
る
と
い
う

事
で
す
。
地
域
の
事
情
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
と
は
い

え
、
砥
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
が
少
し
で

も
活
発
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
ク
ラ
ブ
の
魅
力
づ
く
り
や

当
事
者
で
あ
る
高
齢
者
の
み
な
ら
ず

行
政
へ
の
協
力
や
ご
指
導
も
い
た
だ

き
た
い
。

　

自
身
、
元
気
で
い
る
か
ぎ
り
、
趣

味
の
旅
行
や
釣
り
を
含
め
て
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
お

も
っ
て
い
ま
す
。

前砥部町老人クラブ連合会会長

竹
たけ

口
ぐち

　秋
あき

男
お

さん（75 才）

あ
の
人
・
と
べ
人

砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
の
様
々
な
団
体
、
グ
ル
ー
プ

に
お
け
る
研
修
会
や
、
学
習
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
利
用
頂
け
る
よ

う
、
各
種
機
材
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

綾
小
路
き
み
ま
ろ
シ
リ
ー
ズ（
第
１
～
３
集
）

寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ（
第
１
～
４
８
作
）

藤
山
寛
美
シ
リ
ー
ズ

枝
雀
落
語
大
全
シ
リ
ー
ズ（
第
１
～
４
０
集
）

必
殺
仕
事
人
シ
リ
ー
ズ　
　
　
　

な
ど

難しい手続きもなく、無料にて貸出しております。お気軽にご利用下さい。

砥 部 町 社 会 福 祉 協 議 会　☎ ９６２－７１００

　

視
聴
覚
機
材
貸
出
事
業　

貸
出
備
品
一
覧

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ

イ
ベ
ン
ト
等
に

　
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

イ
ベ
ン
ト
等
に

　
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

ス
ク
リ
ー
ン
（
８
０
・
１
０
０
イ
ン
チ
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ
＋
Ｖ
Ｈ
Ｓ
レ
コ
ー
ダ
ー

ス
ピ
ー
カ
ー

２
０
型
液
晶
テ
レ
ビ

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ

Ｓ
Ｄ
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
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趣
味
活
動
は
生
き
が
い
づ
く
り

最
優
秀
賞

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク　

竹
口　

圭
子
（
原
町
仲
良
し
ク
ラ
ブ
）

　

イ
ラ
ス
ト　
　
　

八
束
ヒ
ナ
子
（
南
ヶ
丘
白
梅
会
）

優
秀
賞

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク　

松
崎　

速
美
（
拾
町
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

手　

芸　
　
　
　

中
岡
セ
ツ
コ
（
中
野
川
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

掛　

軸　
　
　
　

黒
田　

桂
子
（
頭
ノ
向
長
寿
会
）

　

編　

物　
　
　
　

根
岸
富
久
美
（
上
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　

ち
ぎ
り
絵　
　
　

和
田　

康
子
（
北
川
毛
和
合
ク
ラ
ブ
）

佳　
　

作

　

絵　

画　
　
　
　

藤
田　

健
一
（
頭
ノ
向
長
寿
会
）

　

手　

芸　
　
　
　

上
本
コ
メ
ヨ
（
総
津
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

俳　

句　
　
　
　

山
崎　

洋
子
（
天
神
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
）

　

編　

物　
　
　
　

藤
本
ツ
ヤ
コ
（
頭
ノ
向
長
寿
会
）

　

掛　

軸　
　
　
　

田
中
ツ
ネ
子
（
八
瀬
長
寿
会
）

　

毬　
　
　
　
　
　

肥
田
ア
サ
子
（
総
津
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

手　

芸　
　
　
　

板
橋
ツ
ヤ
子
（
新
田
会
）

展
示
の
部

一　
　

部

　

優　

勝　

千
足

　

準
優
勝　

北
川
毛
Ｂ

　

三　

位　

五
本
松
Ｃ

　

三　

位　

頭
ノ
向
Ｂ

二　
　

部

　

優　

勝　

永
寿
会
Ａ

　

準
優
勝　

客

　

三　

位　

総
津
１

　

三　

位　

永
寿
会
Ｂ

ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
部

老
人
ク
ラ
ブ
通
信
♪

老人趣味
の会開催!!

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

現
在
、
私
は
、
訪
問
介
護
事
業
所
（
ヘ
ル

パ
ー
）
で
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
桜
が
咲
く
今
時
期
、
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
働
き
始
め
た
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。
八
年

前
の
こ
と
で
す
が
、
新
米
だ
っ
た
私
は
先
輩

ヘ
ル
パ
ー
と
一
緒
に
利
用
者
様
宅
に
同
行
訪

問
し
ま
し
た
。
先
輩
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
「
お
む

す
び
を
三
つ
握
っ
て
み
て
。」
と
言
わ
れ
、

お
む
す
び
を
握
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
初
め

て
の
訪
問
で
緊
張
し
て
い
た
私
は
、
う
ま
く

握
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
恰
好

に
な
っ
た
お
に
ぎ
り
を
「
お
い
し
い
よ
。」

と
食
べ
て
く
れ
た
時
、
私
の
不
安
は
一
瞬
で

嬉
し
さ
に
か
わ
り
ま
し
た
。
帰
り
際
に
「
ま

た
来
て
ね
。」
と
見
送
り
し
て
く
れ
た
、
あ

の
し
わ
く
ち
ゃ
な
笑
顔
が
い
ま
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
方
は
不
慣
れ
で
不
安
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
私
の
こ
と
を
察
知
し
て
く

れ
た
ん
だ
ろ
う
。
今
私
が
こ
の
仕
事
を
続
け

ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
う
い
う
優
し
さ
の
積
み

重
ね
が
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
あ
っ
た
か
ら
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
ヘ
ル
パ
ー
は
、
心
待
ち
に
し
て

下
さ
る
利
用
者
様
が
い
る
こ
と
で
、
頑
張

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
に

と
お
も
う
毎
日
で
す
。

訪
問
介
護
事
業
所　

砥
部
町
社
協

管
理
者　
　

三 

谷 

吏 

代

ヘ
ル
パ
ー
通
信
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　生活上の悩みごとや心配ごとなどを一人で抱え込まず、まずは相談してみてください。
法律的なご相談の場合は、心配ごと相談担当の弁護士をご紹介します。
　ぜひ、お気軽にご相談ください。秘密は固く守られます｡ 電話でも随時相談を受け付け
ております。( ☎ 962-7100）

開　催　場　所 開　催　時　間 ５ 月 ６ 月 ７ 月

広田老人憩いの家 午後 1 時〜午後３時 ２日（水） ６日（水） ４日（水）

砥部町中央公民館 午前 10 時〜正午 15 日（火） 15 日（金） 13 日（金）

砥部町老人福祉センター 午前 10 時〜正午 25 日（金） 25 日（月） 25 日（水）

「やさしさ」を抱きしめよう

社会福祉法人　砥 部 町 社 会 福 祉 協 議 会編集・発行
〒 791−2132　愛媛県伊予郡砥部町大南 719 番地
　　　　　　　　　（砥部町老人福祉センター内）
ＴＥＬ（０８９）９６２−７１００ / ＦＡＸ（０８９）９６２−７１８６

　　　　 メールアドレス  tobe - shakyo@abeam.ocn .ne . jp
ホームページアドレス  http://www.tobe-shakyo.jp/

　

砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
、

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
福
祉
の
町
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の

事
業
推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
行
政
の
交
付
金
・
受
託

金
、
共
同
募
金
、
寄
付
金
及
び
社
協
が
実
施
す
る
介
護
保

険
事
業
の
収
益
を
財
源
と
し
、
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
が
、
よ
り
一
層
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
協

力
の
も
と
会
員
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な
社
協
会
費

は
、
地
域
福
祉
事
業
の
重
要
な
財
源
と
し
て
地
域
に
還
元

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
制
度
設
置
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
社
協
会

費
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
区
長
さ
ん
・
組
長
さ
ん
に
は
会
費
集
金
に
つ

い
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
本
年
度
も
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
会
員　

１
口　

３
０
０
円
、

　

特
別
会
員（
篤
志
家
・
団
体
・
施
設
）１
口　

１
０
０
０
円

※　

会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
戸
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
組
入
り
さ
れ
て
い
な
い
方
で
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
方
は
、
砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
直

接
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※　

詳
細
は
砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　

 

☎
９
６
２
‐
７
１
０
０

砥
部
町
ま
ご
こ
ろ
銀
行

あ
た
た
か
い
善
意
を

　

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱
砥
部
焼
陶
芸
館　

様

丸
與　

博
美　
　
　

様

【
香
典
返
し
・
一
般
寄
付
】

平
成
二
十
四
年
二
月
〜

　
　
　

平
成
二
十
四
年
四
月

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　社会福祉協議会に関
するみなさんからのご
意見、ご質問がありま
したら事務局までご連
絡ください。

心配ごと相談所日程

社
協
会
費
の
お
願
い

平
成
二
十
四
年
度


